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　(3)　ファシリテーター（進行役）の役割

１　目的

２　進め方（ワークシート活用例）

３　より深く学ぶために（資料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ファシリテーターは、参加型体験学習会の進行役のことです。地区別懇談会では、地域の実情
にあった学習内容・方法を工夫して、学習会を進めます。そのために次の点に気をつけましょう。

　①　参加者一人ひとりを尊重し、安心して参加できるように促しましょう。

　②　一人ひとりの発言に耳を傾け、プログラムの進行に生かしましょう。

　③　全ての人が参加できるように配慮しましょう。発言を強要したり、批判をしてはいけません。

　④　プログラムの進め方やファシリテーターの範囲を超えた問題が起きた場合は、助言者などに
　　　相談しましょう。進行役は回答役ではありません。

　(4)　助言者の役割

　助言者は、その場に出てくる疑問や問題について専門的な立場から相談に乗ったり、問題の深
め方について方法を示すなど、学習を深める役割を担っています。
　人権問題の学習については、早急に決まりきった答えを出したり、自分の考えを示したりするより
も、むしろ進行助言や問題のポイントを示すような、学習全体の深まりについて助言することが望ま
しいでしょう。そのために次の点について気をつけましょう。

　①　課題やテーマが参加者に正しく受けとめられているか注意します。

　②　発言が一部の人に偏ったり、主題から離れ間違った理解の方向に進んだときは軌道修正をし
　　　ます。また誤りを含む発言については、整理・解決が図られるよう必要に応じて適切な助言
　　　を行います。

　③　説明的になったり、否定したりする態度はとらないようにしましょう。

　④　行政用語、専門用語はできるだけ避け、平易な言葉で話すようにしましょう。

　⑤　できるだけまとめて最後に、実践に結びつくように助言しましょう。

　②　開催日時、会場、テーマ、進め方等の決定
　　ア　自治会長（区長）、地区人推協会長、公民館職員等との協議をし、ねらい、目的の設定内
　　　　容、方法について話し合います。
　　イ　開催通知の作成、配布をします。
　　ウ　当日の進行役等役割の決定をします（できれば事前にアンケート調査など作成）。

　③　住民に対する参加の呼びかけ
　　ア　自治会長（区長）の協力を得て、呼びかけをします。
　　イ　自治体職員、教職員、各種団体責任者等への呼びかけをし、協力を求めます。

　④　事前打合せ
　　ア　推進員、自治会長（区長）、助言者等で打合せをします。
　　イ　事前アンケートを行った場合、結果の集約と問題点の整理を行い、テーマ設定をします。
　　ウ　当日の懇談会の進め方、方法を決定します。
　　エ　当日の役割分担をします。

　滋賀県が実施した男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査によると、「男性は仕事をし、
女性は家庭を守るべき」といった男女の役割を固定的に捉える意識が依然として残っています。その
ことが、男性・女性のそれぞれが主体的に生きるための多様な選択や能力発揮の妨げになっている
ことがあります。
　ここでは固定的な性別役割分担意識※について考え、語り合いを通して男女が共に生き生きと活
躍できる地域づくりにつなげましょう。

※「固定的な性別役割分担意識」とは、男女を問わず個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当である 
　にもかかわらず、男性・女性という性別を理由として、役割を固定的に分けることをいいます。

Ⅱ-１　女性の人権問題

１  イラストを見て、参加者の率直な意見を聞いてみましょう。

２  資料①、②を参考にして、男女の家庭や地域の様子について考えてみましょう。
　 ★視点１　家庭においては、男女の家事・育児等の時間の違いに注目します（資             
　　　　　   料①）。 平日、休日にかかわらず、家事・育児等の多くを女性が担って 
　　　　　　いる状況から、「家事や育児は女性がするもの」という考えが根底にない
　　　　　　か話し合います。
　 ★視点２　滋賀県では、自治会の女性の代表や副代表は約9％です（資料②）。こ
　　　　　　のことから、「代表は男性がするもの」という考えがないかを考えます。

1  家庭や地域で「男だから」「女だから」という理由で決まっていることはないか、出し  
　 合いましょう。

２  資料③を参考にしてその理由について考えてみましょう。
　 ★視点３　滋賀県では、「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方に 
　　　　　　同感する割合が同感しない割合より多くなっています（資料③）。家庭や
　　　　　　地域で、固定的な性別役割分担意識にとらわれている様々な事例を出
　　　　　　し合い、その理由について考えます。
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• 男女が互いに協力し、それぞれの個性や能力を発揮するためには、どのようなこと
　 が大切かを話し合いましょう。
　 ★視点４　家庭や地域でできることについては、「語り合いましょう！」を参考に話し    
　　　　　　合います。
　 ★視点５　地域で防災マップや避難所運営などのマニュアルがある場合は事前に用
　　　　　　意し、女性の視点がいかされているか確認してもよいでしょう。
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ワーク 進め方とファシリテーターの視点

　　「男女共同参画啓発シート」（滋賀県男女共同参画課）
　　http://www.pref.shiga.lg.jp/c/danjo/kankou/sheet.html




